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青色申告を始めましょう



青
色
申
告
は

　
　
「
複
式
簿
記
も
し
く
は
単
式
簿
記
」

　
青
色
申
告
と
白
色
申
告
の
ど
ち
ら
も
帳
簿
付
け
が
必
要
な

点
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
白
色
申
告
は
簡
単
な
「
単
式
簿

記
」
で
行
い
、
青
色
申
告
は
や
や
複
雑
な
「
複
式
簿
記
」
で

行
い
ま
す
。
そ
の
分
、
控
除
額
は
最
大
65
万
円
と
大
き
く
、

節
税
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
青
色
申
告
で
も
単

式
簿
記
が
選
択
で
き
、
そ
の
場
合
の
控
除
額
は
10
万
円
に
な

り
ま
す
。

※
簡
易
な
単
式
簿
記
の
場
合
、
現
金
出
納
帳
な
ど
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

青
色
申
告
は
事
前
に
届
け
出
が
必
要

　
青
色
申
告
を
す
る
た
め
に
は
、
申
告
の
対
象
と
な
る
会
計

年
の
３
月
15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
個
人
の
場
合
）
。

　
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
平
成
30

年
の
確
定
申
告
を
青
色
申
告
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
に
よ
る
農

林
水
産
業
へ
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
本
県
で
も
７
月
下
旬
か
ら
８
月

下
旬
に
か
け
て
の
天
候
不
順
、
10
月
に
２
回
襲
来
し
た
台
風
な
ど

で
農
作
物
な
ど
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
な

ど
に
よ
る
獣
害
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
従
前
に
も
増
し
て
組
合

員
の
農
業
経
営
安
定
の
た
め
、
的
確
・
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
昨
年
、
農
業
災
害
補
償
制
度
70
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
と
な
り
、
制
度
発
足
以
来
最
大
の
改
革
を
示
す
改
正
農

業
災
害
補
償
法
（
農
業
保
険
法
）
が
成
立
し
、
新
た
に
収
入
保
険

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
今
後
、
農
業
共

済
制
度
に
加
え
収
入
保
険
制
度
も
担
う
こ
と
に
な
り
、
よ
り
農
家

の
信
頼
を
得
る
努
力
と
責
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
は
、
農
業
共
済
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
品
目
を
カ

バ
ー
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
の
減
少
に
対
応

し
ま
す
。
農
家
は
農
業
共
済
や
収
入
保
険
の
ほ
か
、
経
営
に
応
じ

て
類
似
制
度
か
ら
選
択
し
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

で
は
、
農
家
に
と
っ
て
よ
り
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
制
度
が
何
か
を

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
共
済
と
収
入
保
険
が
農
業
経
営
安
定
の
た
め
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
農
家
の
負
託
に
応
え
得
る
よ
う
、
組
織
を
挙

げ
て
両
制
度
の
普
及
・
推
進
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
然

災
害
だ
け
で
な
く
幅
広
い
経
営
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
の
農
業
生
産
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
で
安
定
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
、
万
全
を
尽

く
す
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
と

な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

農業共済と収入保険で
　　備えの輪を万全に
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青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

特 集

　
年
が
明
け
、
昨
年
一
年
の
営
農
活
動
の
集
大
成
と
も
い
え
る
確
定
申
告
時

期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
自
分
の
経
営
状
況
を
客
観
的
に
数
字

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
り
、
今
後
の
営
農
計
画
を
立
て
る
上

で
も
重
要
で
す
。

　
こ
の
確
定
申
告
に
は
、
「
青
色
申
告
」
と
「
白
色
申
告
」
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
青
色
申
告
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
始
め
る
な
ら
今
」

と
い
う
気
持
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　

 

青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

①
赤
字
を
３
年
間
繰
り
越
し
て
収
入
と
相
殺
で
き
ま
す

‥
‥
事
業
を
開
始
し
た
１
年
目
に
赤
字
が
１
０
０
万
円

あ
っ
た
と
し
ま
す
。
２
年
目
に
黒
字
で
１
０
０
万
円
が
出
た

場
合
、
２
年
目
の
事
業
所
得
を
０
円
と
し
て
計
上
で
き
ま

す
。
課
税
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
貸
倒
引
当
金
を
利
用
で
き
ま
す

‥
‥
売
掛
金
が
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、

ま
だ
回
収
し
て
い
な
い
売
掛
金
の
一
部
を
費
用
と
し
て
計
上

す
る
こ
と
で
す
。
課
税
対
象
額
が
低
減
で
き
ま
す
。

③
減
価
償
却
を
１
年
で
３
０
０
万
円
ま
で
一
括
計
上
で
き

ま
す

‥
‥
青
色
申
告
・
複
式
簿
記
で
は
、
30
万
円
未
満
の
も
の
は

一
括
計
上
で
き
、
１
年
間
で
３
０
０
万
円
ま
で
可
能
に
な
り

ま
す
。

④
家
族
従
業
員
の
給
与
を
経
費
に
で
き
ま
す

‥
‥
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
親
族
に
支
払
っ
た

給
与
を
経
費
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
課
税
対
象
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
定
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
税
務
署
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
専
従
者
給
与
を

経
費
に
す
る
場
合
は
、
給
与
を
支
払
う
年
の
３
月
15
日
ま
で

に
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
）

⑤
家
事
按
分
を
利
用
で
き
ま
す

‥
‥
自
宅
を
事
務
所
に
し
て
い
る
場
合
は
、家
賃
や
光
熱
費

を
経
費
と
し
て
計
上
で
き
ま
す
。（
す
べ
て
計
上
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、使
用
し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
や
割
合
の
み
で
す
。）
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宮城

農林水産省のホームページです。
収入保険と農業共済の最新情報
や、Ｑ＆Ａが確認できます。

ＮＯＳＡＩ全国のホームページで
す。バナータイトルのページにリ
ンクしています。

ＮＯＳＡＩ宮城のホームページ内の
PDFが表示されます。
本所と各支所の電話番号などが
掲載されています。

ＮＯＳＡＩ宮城のホームページから
収入保険と類似制度の比較シミュ
レーションができるエクセルファ
イルがダウンロードでき、操作マ
ニュアルも確認できます。

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得

が
あ
る
方
で
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
必
要
な
申
請
書
で
す
。

　

青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
３
月

15
日
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
青
色

申
告
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
国
税
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
税
務
署
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

◆
複
式
簿
記
で
65
万
円
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
左
の
申
請
書
６-

（
２
）
の
備
付

帳
簿
名
で
、
現
金
出
納
帳
・
売
掛
帳
・
買
掛

帳
・
経
費
帳
・
固
定
資
産
台
帳
・
預
金
出
納

帳
・
総
勘
定
元
帳
・
仕
訳
帳
に
○
を
し
ま

す
（
申
告
の
際
に
提
出
す
る
書
類
と
は
違
い

ま
す
）
。

　
◆
不
動
産
所
得
も
青
色
申
告
す
る
方
は
、

左
の
申
請
書
２
の
所
得
の
種
類
で
、
不
動
産

所
得
も
○
で
囲
み
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
受
け
ら

れ
な
い
特
例
措
置
の
中
に
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
準
備
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等

の
交
付
金
を
活
用
し
、
計
画
的
に
農
業
経

営
の
基
盤
強
化
（
農
地
、
農
業
用
の
建
物
・

機
械
等
の
所
得
）
を
図
る
取
り
組
み
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
が
、
経

営
所
得
安
定
対
策
等
の
交
付
金
を
受
け
る

際
、
農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど
に
従
っ
て
農

業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
と
し
て
積
み
立

て
た
場
合
、
こ
の
積
立
額
を
個
人
は
必
要
経

費
に
、
法
人
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
積
み
立
て
た
準
備
金
を
取

り
崩
し
て
、
農
業
用
固
定
資
産
（
農
用
地
、

農
業
用
の
建
物
・
機
械
等
）
を
取
得
し
た
場

合
は
、
そ
の
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
を
一
定

額
ま
で
減
額
（
圧
縮
）
し
、
そ
の
減
額
し
た

分
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

　
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
一

定
の
方
法
（
※
１
）
で
記
帳
し
、
青
色
申
告

で
確
定
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

※
１　

複
式
簿
記
に
よ
る
記
帳
が
原
則
で

す
が
、
個
人
の
場
合
は
、
現
金
出
納
帳
、
売

掛
帳
、
買
掛
帳
等
を
備
え
付
け
て
簡
易
な
記

帳
を
す
る
だ
け
で
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
交
付
金
は

▽
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金

 • 

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

 • 

米・畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

 • 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

■
対
象
と
な
る
購
入
資
産

▽
農
用
地

▽
農
業
用
の
建
物
・
機
械
等

 • 

農
業
用
の
建
物
（
建
物
附
属
設
備
）

 • 

農
業
用
の
構
築
物

 • 

農
業
用
設
備

※
ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
車
両

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、中
古
品
で
購

入
し
た
固
定
資
産
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
制
度
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
の

証
明
書
が
必
要
な
ど
、
事
前
手
続
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談
は

東
北
農
政
局
経
営
所
得
安
定
対
策
チ
ー
ム

（
☎︎
０
２
２-

２
２
１-

１
１
０
５
）
へ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年（
事
業
年
度
）平

成
31
年

平
成
30
年

平
成
32
年

平
成
31
年

３
月
15 
日

３
月
15 
日

青
色
申
告
承
認
申
請
書
の
提
出
期
限

確
定
申
告
の
期
限

加　入　申　請
秋
か
ら

保険料・積立金
の納付

12
月
末

保　険　期　間
１
月
〜
12
月

（
税
の
収
入
の
算
定
期
間
）

保険金・特約
補てん金の
請求・支払

確
定
申
告
後

（
３
〜
６
月
）

※分割支払いも可（納付期限は8月末）

平
成
30
年（
事
業
年
度
）平

成
31
年

平
成
30
年

平
成
32
年

平
成
31
年

３
月
15 
日

３
月
15 
日

青
色
申
告
承
認
申
請
書
の
提
出
期
限

確
定
申
告
の
期
限

加　入　申　請
秋
か
ら

保険料・積立金
の納付

12
月
末

保　険　期　間
１
月
〜
12
月

（
税
の
収
入
の
算
定
期
間
）

保険金・特約
補てん金の
請求・支払

確
定
申
告
後

（
３
〜
６
月
）

※分割支払いも可（納付期限は8月末）

■
収
入
保
険
と
は

　
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
だ

け
で
な
く
、価
格
低
下
な
ど
を
含
め
た「
農
業

収
入
全
体
」の
減
少
に
備
え
た
保
険
で
す
。

■
加
入
対
象
者
は

　

青
色
申
告
の
実
績
が
５
年
以
上
あ
る
農

業
経
営
体
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
特
例
と
し
て
加
入
申
請
時
に
青
色

申
告
の
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
補
償
限
度
額
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
収
入
は

　
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売

収
入
全
体
で
す
。（
所
得
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

加
工
品
の
販
売
収
入
は
原
則
と
し
て
含
め
ま

せ
ん
が
、も
ち
や
精
米
な
ど
、農
業
所
得
と
し

て
税
務
申
告
さ
れ
て
い
る
も
の
は
含
め
ま
す
。

■
対
象
品
目
は

　

ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉

豚
、
鶏
卵
は
マ
ル
キ
ン
等
の
措
置
が
あ
る
た

め
対
象
外
で
す
。

■
補
償
内
容
は

　
加
入
条
件
で
異
な
り
ま
す
が
、
最
大
で
、

農
業
者
ご
と
の
基
準
収
入
（
過
去
５
年
間
の

平
均
収
入
）
の
９
割
を
下
回
っ
た
場
合
、
下

回
っ
た
額
の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

■
保
険
料
と
積
立
金
は

　

補
償
限
度
が
最
大
の
９
割
（
保
険
部
分

８
割
と
積
立
部
分
１
割
）
で
、
支
払
い
率
９

割
を
選
択
し
た
場
合
、
基
準
収
入
１
千
万
円

で
は
、
保
険
料
は
７
・
２
万
円
、
積
立
金
は

22
・
5
万
円
で
、
合
計
29
・
７
万
円
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
事
務
費
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
共
済
と
収
入
保
険
を
担
う
こ
と
に
な

る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
本
所
と
８
支
所
に
収

入
保
険
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
、
広
報
紙
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
収
入
保
険
と
農
業
災
害
補
償
制

度
の
最
新
情
報
や
Ｑ
＆
Ａ
が
確
認
で
き
る

農
林
水
産
省
へ
の
リ
ン
ク
バ
ナ
ー
を
設
置
す

る
ほ
か
、
収
入
保
険
と
類
似
制
度
を
比
較
シ	

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、県
内
の
平
均
値
を

用
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
試
算
結
果

は
概
算
に
な
り
ま
す
が
、エ
ク
セ
ル
の
フ
ァ
イ

ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
の
上
、関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
の
ホ
ー
ム
ペ
ー	

ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の	

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

青色申告のスケジュール  収入保険の加入・支払のスケジュール（個人の場合）
［平成31年1月から保険期間が始まる場合のイメージ］

NOSAI宮城のホームページにあるリンクバナー

青色申告を始めましょう特 集

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
制
度
を
利
用
す
る
に
は

青
色
申
告
の
第
一
歩

　
青
色
申
告
承
認
申
請
書

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は

※
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

(

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
で
検
索
）
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家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

補
償
期
間
は

　
掛
金
等
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年

間
で
す
。
た
だ
し
、
被
覆
期
間
が
１
年
に

満
た
な
い
場
合
は
、
被
覆
期
間
に
合
わ
せ

て
２
カ
月
以
上（
１
カ
月
単
位
）で
加
入
で

き
ま
す
。

補
償
金
額
は

　
評
価
額（
時
価
額
）の
60
〜
80
㌫
の
範
囲

で
選
択
で
き
ま
す
が
、
最
大
の
80
㌫
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。

（
例
）評
価
額
が
１
０
０
万
円
の
と
き
、

80
㌫
を
選
択
す
る
と
、
補
償
金
額（
共
済

金
額
）は
80
万
円
と
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金
等
は

　

共
済
掛
金
と
事
務
費
賦
課
金
の
合
計

で
す
。

●	

掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担
し
ま
す
。（
共

済
金
額
８
千
万
円
ま
で
）

　
	

※
た
だ
し
、
復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は

全
額
農
家
負
担
に
な
り
ま
す
。

●	

共
済
掛
金
等
は
、
必
要
経
費
と
し
て
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

	

※
詳
し
い
掛
金
等
は
N
O
S
A
I
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
農
業
用
ハ
ウ
ス
は
、
常
に
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
冬
期
間

は
強
風
や
大
雪
な
ど
で
毎
年
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
に
備
え
る
た
め
、

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

強
風
や
大
雪
に
備
え
て
ご
加
入
を

補償の対象となる災害は

風害

雪害

ひょう害

その他の自然災害

火災

（水害・地震・噴火・落雷）

※上記のほかに、破裂・爆発・
　車両の衝突・鳥獣害・病虫害

①
特
定
園
芸
施
設

〔
本
体
＋
被
覆
材
〕

農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
雨

よ
け
施
設
、
多
目
的
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

②
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水

施
設
、
自
動
制
御
施
設
な
ど

③
施
設
内
農
作
物

一
括
加
入
制

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、

花
き
の
生
産
費

共
済
責
任
期
間
中
に
所
有
す
る
ハ
ウ
ス
が
複
数
あ
る
場

合
は
、
そ
の
全
て
を
加
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
加

入
の
組
み
合
わ
せ
や
オ
プ
シ
ョ
ン
の
選
択
方
法
に
つ
い

て
も
、
全
て
の
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
同
じ
組
み
合
わ
せ
・
オ

プ
シ
ョ
ン
で
加
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

撤
去
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体
の
解

体
や
廃
材
の
撤
去
・
処
分
に
要
す

る
費
用

被覆材を除くハウス本体（附帯施設に加入した
場合は附帯施設も対象）の復旧に要する費用復旧費用

特定園芸施設（本体＋被覆材）の加入を基本に、
それぞれ組み合わせて加入できます

　
降
ひ
ょ
う
、
竜
巻
、
台
風
な
ど
、
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
本
県
で
は
、
９
月
18
日
の
台
風
18

号
の
通
過
に
伴
い
、
ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
に
果

実
の
落
果
や
枝
折
れ
、
傷
果
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
こ
れ
ま
で
も
果

樹
共
済
を
お
勧
め
し
、
果
樹
栽
培
農
家
の

損
失
補
て
ん
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
果
樹
共
済
で
は
、
特
定
の
自
然
災
害
に

よ
る
損
害
の
み
を
補
償
対
象
と
す
る
特
定

危
険
方
式
や
、
樹
園
地
ご
と
に
損
害
を
把

握
し
補
償
す
る
樹
園
地
単
位
方
式
を
措
置

す
る
な
ど
し
て
補
償
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
は
過
去
に
例
の
な
い

災
害
が
発
生
し
、
補
償
対
象
外
の
自
然
災

害
で
損
害
を
受
け
た
た
め
、
補
償
を
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、多
様
な
保
険
ニ
ー
ズ
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、農
業
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
負
担
軽
減
の
た
め
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

段
階
を
踏
ん
で
新
制
度
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
一
部
引
受
方
式
が
変
更

さ
れ
ま
す
。
平
成
31
年
産
〜
33
年
産
ま
で

の
移
行
期
間
を
も
っ
て
、「
特
定
危
険
方

式
」
と
「
樹
園
地
単
位
方
式
」
が
廃
止
さ

れ
、新
た
に
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
廃
止
と
な
る
引
受
方

式
に
つ
い
て
は
、
移
行
期
間
中
に
円
滑
に

他
方
式
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
産
（
度
）
か
ら
変
更
と
な
る

果
樹
共
済
の
種
類
と
内
容
に
つ
い
て
、
下

記
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
、

詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も

果
樹
経
営
を
支
え
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

平
成
31
年
産
か
ら
変
更
と
な
る
果
樹
共
済
の
種
類
と
内
容

１
．
収
穫
共
済

２
．
樹
体
共
済

　
樹
体
の
損
害
（
損
傷
の
範
囲
は
樹
冠
容
積
の
「
２
分
の
１
以
上
」
と
す
る
）
を
共
済
の
対
象
と

し
ま
す
。

※
平
成
31
年
度
か
ら
引
受
で
き
る
よ
う
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

引受方式 対象となる共済事故等 見直し後 補償単位 評価方法

半
相
殺
方
式

減
収
総
合
方
式

一般方式 すべての気象災害、火災、病虫害、鳥獣
害による果実の減収被害があったとき

（盗難は共済事故の対象になりません）
継続 農業者

ごと 現地評価
短縮方式

特
定
危
険
方
式

減収暴風雨
方式

最大風速 13.9m/s または最大瞬間風速
20m/s を超え、落果や損傷による果実
の減収被害があったとき

H34から
廃止

農業者
ごと 現地評価

減収暴風雨・
ひょう害・
凍霜害方式

暴風雨、降ひょう、凍傷、降霜による果
実の減収被害があったとき

H34から
廃止

農業者
ごと 現地評価

全
相
殺
方
式

減収総合方式 果実の減収による損害があったとき 継続 農業者
ごと

出荷数量
調査等

品質方式 果実の減収および品質の低下による損害
があったとき 継続 農業者

ごと
出荷数量
調査等

災害収入共済方式 果実の減収または品質の低下を伴う生産
金額の減少による損害があったとき 継続 農業者

ごと
出荷数量
調査等

樹
園
地
単
位
方
式

減
収
総
合
方
式

一般方式 すべての気象災害、火災、病虫害、鳥獣
害による果実の減収被害があったとき

（盗難は共済事故の対象になりません）
H34から
廃止

樹園地
ごと 現地評価

短縮方式

特
定
危
険
方
式

減収暴風雨
方式

最大風速 13.9m/s または最大瞬間風速
20m/s を超え、落果や損傷による果実
の減収被害があったとき

H34から
廃止

樹園地
ごと 現地評価

減収暴風雨・
ひょう害・
凍霜害方式

暴風雨、降ひょう、凍傷、降霜による果
実の減収被害があったとき

H34から
廃止

樹園地
ごと 現地評価

地域インデックス
方式

統計データによる収穫量が一定割合を超
えて減少したとき 新設 農業者

ごと
統計デー
タを使用

※平成34年産から一部引受方式が廃止されます。（平成31年産〜 33年産まで移行期間）

大雪でつぶれたハウス

加
入
者
の
方
へ
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繁
殖
管
理
は
地
道
な
観
察
記
録
か
ら

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

《
分
娩
前
後
》
ス
タ
ー
ト（
＝
分
娩
準
備
）で

大
き
な
差
が
生
ま
れ
る

　
最
近
、
出
生
体
重
を
抑
制
す
る
た
め
、
分
娩

前
の
濃
厚
飼
料
給
与
を
制
限
し
て
い
る
農
家
を

見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
母
子
の
栄
養
不
良
に

つ
な
が
り
、
繁
殖
障
害
や
子
牛
虚
弱
症
候
群
を

生
む
要
因
に
な
り
ま
す
。
事
実
、
卵
巣
静
止
と

子
牛
虚
弱
症
候
群
の
発
症
件
数
は
、
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

　
経
産
和
牛
で
は
、
一

日
３
〜
４
㌔
を
目
標
に

適
量
な
濃
厚
飼
料
給
与

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
分
娩
前
の
過

密
ス
ト
レ
ス
や
い
じ
め

が
あ
る
と
、
分
娩
後
の

気
性
が
荒
く
な
っ
た
り

子
牛
の
世
話
を
し
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
繁
殖
成
績
に
大
き

な
差
が
出
る
ポ
イ
ン
ト

で
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

１　
架
空
請
求
詐
欺
の
傾
向

　

宮
城
県
内
の
架
空
請
求
詐
欺
の
被
害

は
、
平
成
29
年
10
月
末
現
在
で
認
知
件
数

が
１
２
３
件
（
前
年
同
期
比
＋
34
件
）
と

大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
被
害
金
額
は

１
億
４
千
万
円
と
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
架
空
請
求
詐
欺
の
特
徴
は
、
若
者
か
ら
中

高
年
と
年
齢
層
に
関
係
な
く
、
多
く
の
世
代

が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
だ
ま

し
の
手
口
」
を
理
解
し
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
こ
れ
が
架
空
請
求
詐
欺
の
手
口

　
架
空
請
求
詐
欺
で
、
特
に
多
い
被
害
の
手

口
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画

サ
イ
ト
を
閲
覧
中
に
突
然
、「
登
録
完
了
」。

「
誤
っ
て
登
録
さ
れ
た
方
は
こ
ち
ら
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
画

面
に
表
示
さ

れ
、
記
載
さ
れ

て
い
た
番
号
に

電
話
を
か
け
て

し
ま
い
、「
退

会
す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
」
な
ど
と
金
銭

を
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
本
組
合
は
平
成
29
年
12
月
１
日
、大
和
町
の

「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」で
農
業
災
害
補
償
制
度

70
周
年
記
念
宮
城
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
組
合
長
が
「
制
度

発
足
以
来
、
最
大
の
改
革
を
内
容
と
す
る
改

正
農
業
災
害
補
償
法
（
農
業
保
険
法
）
が
６

月
に
成
立
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
今
後
、

農
業
共
済
制
度
に
加
え
収
入
保
険
制
度
も
担

う
こ
と
に
な
る
。
70
年
間
で
培
っ
て
き
た
農

家
か
ら
の
信
頼
を
礎
に
、
両
制
度
を
全
て
の

農
家
に
対
し
て
普
及
し
、
自
然
災
害
だ
け
で

は
な
く
幅
広
い
経
営
リ
ス
ク
に
対
し
て
『
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
農
業
生
産
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
に
努
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70
周
年

記
念
特
別
表
彰
を
執
り
行
い
、
宮
城
県
知
事

《
分
娩
後

   

２
カ
月
》
定
期
的
な
給
水
ポ
イ
ン
ト

（
＝
発
情
）を
見
逃
す
な

　
通
常
、
発
情
は
分
娩
後
２
カ
月
ま
で
に
き
ま

す
が
、
近
ご
ろ
は
乗

じ
ょ
う
駕が

し
た
り
鳴
い
て
発
情
を

示
さ
な
い
牛
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
給
餌
や
堆

肥
出
し
の
際
に
「
尾
が
ら
み
（
乾
い
た
発
情
粘

液
）」
や
「
敷
料
の
汚
れ
具
合
」
な
ど
を
小
ま

め
に
観
察
記
録
す
る
こ
と
で
、
発
情
周
期
を
追

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、

卵
巣
を
診
る
と
半
数
近
く
は

正
常
に
排
卵
し
て
い
ま
す
。

　
子
牛
の
市
場
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
昨
今
、
１
回
発
情
を
見
逃
す
と
１
万
円

以
上
の
損
失
に
な
り
、
人
工
授
精
料
を
上
回
る

と
い
う
試
算
も
出
て
い
ま
す
。
周
期
を
基
に
重

点
的
に
観
察
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
状
態
で
も

21
日
に
１
回
し
か
こ
な
い
発
情
（
例
え
：
給
水

ポ
イ
ン
ト
）を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
授
精
後

  

１
～
２
カ
月
》
ま
だ
折
り
返
し
地
点

（
＝
不
安
定
な
妊
娠
初
期
）

　
授
精
後
は
安
心
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

受
胎
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
、

（肉用牛等） H26 H27 H28
子牛虚弱症候群 1.99 2.16 2.25
卵巣静止 8.83 9.05 9.16

表：�引受頭数あたりの病傷事故発生件数の�
割合の年次推移（単位：％）

　

２
つ
目
は
、
突
然
、「
サ
イ
ト
利
用
料
金

が
未
納
で
す
。今
日
中
に
連
絡
が
無
け
れ
ば
、

裁
判
に
な
り
ま
す
」
な
ど
と
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
て
、
記
載
さ
れ
て
い
た
番
号
に
電
話

す
る
と
「
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。
裁
判
に
な
り
ま
す
よ
」
な
ど
と

脅
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
い
ず
れ
も
被
害
者
は
、
犯
人
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
、
購
入
し
た
カ
ー
ド
の
番
号
を
犯
人
に

伝
え
る
こ
と
で
被
害
に
遭
う
の
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
電
子
マ
ネ
ー

を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
、

こ
の
手
口
の
最
大
の
特
徴
で
す
。

３　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
こ
の
手
口
は
、
被
害
者
の
「
も
し
か
し
た

ら
、
自
分
が
見
た
サ
イ
ト
が
有
料
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
心
理
に
つ
け
込
ん
で

く
る
も
の
で
す
。
サ
イ
ト
閲
覧
中
に
「
登
録

完
了
」
画
面
が
表
示
さ
れ
た
り
、「
サ
イ
ト

利
用
料
金
が
未
納
」
な
ど
と
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
た
ら
、
架
空
請
求
詐
欺
を
疑
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
必
ず
家
族
や
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

（
小
島
俊
夫
農
林
水
産
部
次
長
代
読
）、
東
北

農
政
局
長
（
垣
見
勝
彦
宮
城
県
拠
点
地
方
参

事
官
代
読
）、
全
国
農
業
共
済
協
会
長
（
徳

井
和
久
事
務
局
長
代
読
）
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
改
正
農
業
災
害
補
償
法
（
農

業
保
険
法
）
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
収
入
保
険
制
度
の
実
施
主
体
と
な
り

農
家
の
経
営
安
定
を
支
援
す
る
組
織
と
な
る

た
め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
の
総
力
を
挙
げ
、

総
意
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
櫻
正
廣
農
産
課
長
が
大
会

決
議
案
を
朗
読
し
、
参
加
者
全
員
の
了
承
に

よ
り
採
択
さ
れ
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
日
本
農
業
の
今
後
の
展
望
」と
題

し
、
東
京
大
学
大
学
院
の
安
藤
光
義
教
授
の

特
別
講
演
と
、「
女
性
が
活
躍
す
る
日
本
の
農

業
」
と
題
し
、
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青

山
浩
子
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
観
察
記
録
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
授
精

21
日
後
の
１
周
期
目
の
発
情
を
観
察
し
た
上
で

30
日
を
過
ぎ
れ
ば
超
音
波
診
断
装
置
を
用
い
た

妊
娠
鑑
定
が
可
能
で
す
が
（
要
予
約
）、
受
胎

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
も
ま
だ
安
心
で
き

ま
せ
ん
。

　

安
定
期
に
入
る
授
精
後
２
カ
月
を
超
え
て

か
ら
再
度
妊
娠
鑑
定
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

《
妊
娠
確
定
～

  

分
娩
２
カ
月
前
》

35
㌔
地
点
ま
で（
＝
安
定
期

の
管
理
）で
差
が
ひ
ら
く

　
こ
の
時
期
は
安
定
期
で
、
綿
密
な
観
察
は
い

ら
な
く
な
り
ま
す
が
、
離
乳
後
に
飼
料
給
与
量

を
減
ら
さ
な
い
と
太
っ
て
し
ま
う
牛
が
多
い
た

め
、注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、太
っ
て
し
ま
っ

た
牛
を
減
量
す
る
の
に
最
適
な
時
期
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
重
点
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
未
経
産
和
牛
で
も
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
太

り
過
ぎ
て
し
ま
う
牛
が
多
い
た
め
、
観
察
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。差
が
ひ
ら
き
や
す
く
な
る
た
め
、

気
は
抜
け
ま
せ
ん
。

　
繁
殖
管
理
は
、
日
々
の
地
道
な
観
察
と
記
録

が
大
切
で
す
。
完
走
（
＝
一
年
一
産
）
に
向
け

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

　

獣
医
師
が
朝
に
組
ん
だ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
、
効
率
的
に
往
診

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
往

診
時
間
に
関
す
る
組
合
員
か
ら
の

要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
、
診

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
診
療
等
受
付

時
間
を
左
記
の
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

診
療

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～

午
前
９
時
30
分

当
日
の
人
工

授
精
依
頼

午
前
８
時
30
分
～

正
午

急
患
の
場
合

右
記
以
外

に
も
受
付

※	

治
療
な
ど
で
伺
う
予
定
が
あ
る
場

合
で
も
、
追
加
診
療
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
事
前
に
診
療
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

な
い
と
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※	

急
患
以
外
の
受
付
時
間
を
過
ぎ
た

診
療
依
頼
に
関
し
て
は
、
翌
日
以

降
の
対
応
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※	

電
話
の
か
け
間
違
い
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
診
療
セ
ン
タ
ー

に
電
話
す
る
際
は
、
か
け
間
違
い

の
な
い
よ
う
、
ま
た
市
外
局
番
が

必
要
か
ど
う
か
に
も
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

　
近
年
、
繁
殖
管
理
の
た
め
の
強
力
な
薬
剤
や
分
娩
監
視
機
器
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

繁
殖
管
理
に
近
道
は
な
く
、
一
頭
一
頭
、
日
々
の
地
道
な
観
察
記
録
こ
そ
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
て
繁
殖
管
理
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

農
業
災
害
補
償
制
度
70
周
年
記
念
宮
城
大
会
開
く

～
信
頼
の
き
ず
な
を
よ
り
強
固
に
全
て
の
農
家
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
～

痩せすぎ

最適

太りすぎ

図：参考となる体躯

あいさつする佐藤組合長

講演する安藤光義教授
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1神明そば慶のスタッフの皆さん
2今日のもりそばと小どんぶり 
880円 3慶御膳 1,200円 4打ち
たてのそばを振る舞っている 5音
楽が流れゆったりできる店内

　
「
子
供
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
、
村
田
町
沼

辺
の
小
関
隆
夫
さ
ん
（
68
）
。
敬
老
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
す
こ
っ
ぷ
三
味
線
」
を

披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
小
関
さ
ん
は
５
年
前
、
す
こ
っ
ぷ
三
味

線
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
触
れ
、
軽
や
か

な
ば
ち
さ
ば
き
と
華
麗
な
衣
装
に
感
動
と

興
味
を
覚
え
、
す
こ
っ
ぷ
三
味
線
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

　

す
こ
っ
ぷ
三
味
線
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
楽

器
に
見
立
て
、
栓
抜
き
や
竹
の
し
ゃ
も
じ

を
用
い
て
、
演
歌
・
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
て

津
軽
三
味
線
を
ま
ね
て
演
奏
す
る
も
の
で

す
。
小
関
さ
ん
は
「
山
本
リ
ン
ダ
の
『
狙
い

う
ち
』
の
よ
う
に
テ
ン
ポ
が
早
い
曲
が
自

分
に
一
番
合
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
10
月
に
は
、
す
こ
っ
ぷ
三
味

線
岩
手
県
大
会
の
個
人
の
部
に
出
場
。

小
関
さ
ん
は
「
初
め
て
出
場
し
、
大
勢
の

前
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
最
高
な
気
分
に

な
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
す
こ
っ
ぷ
三

味
線
発
祥
の
地
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る

『
津
軽
す
こ
っ
ぷ
三
味
線
世
界
大
会
』
に

出
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

敬
老
会
や
農
協
祭
の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
出
向
い
た
際
は
、
安
来
節
で
ド

ジ
ョ
ウ
す
く
い
を
踊
っ
た
り
歌
を
披
露
す

る
こ
と
も
あ
り
、
小
関
さ
ん
は
「
会
場
に
合

わ
せ
て
選
曲
し
て
い
ま
す
。
敬
老
会
や
老

人
ホ
ー
ム
で
は
『
百
歳
音
頭
』
な
ど
、
お
祝

い
の
歌
が
喜
ば
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
口
コ
ミ
な
ど
で
広
ま
り
、
現
在
は
町
内

の
ほ
か
に
も
近
隣
の
市
町
か
ら
声
が
掛
か

り
、
小
関
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が

見
た
い
の
で
気
楽
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。

　
自
社
産
ソ
バ
を
製
粉
・
製
麺
し
て
提
供

し
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
名
取
市

の
「
株
式
会
社
今こ

ん

慶け
い

農
産
（
今
野
慶よ

し

一い
ち

代
表
取
締
役
・
69
歳
）
」
は
こ
の
ほ
ど
、

同
市
田
高
に
農
家
食
堂
「
神し

ん

明め
い
そ
ば
慶け

い

」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
社
員
の
今
野

裕ひ
ろ

章あ
き

さ
ん
（
46
）
は
「
自
社
産
ソ
バ
を
中

心
に
、
地
元
の
農
産
物
を
提
供
し
て
Ｐ
Ｒ

し
、
消
費
を
促
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
今
慶
農
産
は
、
平
成
28
年

８
月
に
設
立
す
る
と
、
自
社
産
ソ
バ
を
用

い
た
６
次
産
業
化
を
目
指
し
て
農
家
食
堂

「
神し

ん
明め

い
そ
ば
慶け

い
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
一
日
限
定
30
食
の
十
割

そ
ば
や
二
八
そ
ば
の
ほ
か
、
御
膳
料
理
な

ど
。
慶
御
膳
は
、
そ
ば
の
ほ
か
ご
飯
や
天

ぷ
ら
が
付
き
、
お
す
す
め
で
す
。

　
栽
培
す
る
ソ
バ
「
常ひ

た
ち陸
秋あ

き
そ
ば
」
を
収

穫
後
乾
燥
し
、
毎
日
提
供
す
る
分
だ
け
を

石
臼
で
製
粉
。
裕
章
さ
ん
は
「
常
陸
そ
ば

は
背
が
高
く
て
粒
が
大
き
く
、
実
が
落
ち

や
す
い
た
め
栽
培
は
大
変
で
す
が
、
甘
み

が
強
く
粘
り
が
あ
り
、
も
ち
も
ち
と
し
た

食
感
が
人
気
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
香
り

と
甘
み
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ
う
、

粗
び
き
に
仕
上
げ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
自
社
産
と
地
元
産
の
農
産
物
を
中
心
に

使
用
し
、
二
階
建
て
純
和
風
の
家
屋
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
店
舗
に
は
80
席
を
設
け
、

従
業
員
30
人
（
パ
ー
ト
含
む
）
で
対
応
。

農
産
物
直
売
所
を
併
設
し
て
新
鮮
な
野
菜

な
ど
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ま
は
老
若
男
女
。
リ
ピ
ー
タ
ー

も
増
え
て
き
ま
し
た
」
と
裕
章
さ
ん
。
そ

ば
打
ち
歴
が
長
い
と
い
う
従
業
員
の
三
橋

由
佳
さ
ん
は
「
お
客
さ
ま
一
人
一
人
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
提
供
し
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
裕
章
さ
ん
は
「
オ
ー
プ
ン
し
た
て
で
ま

だ
落
ち
着
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
季
節
ご

と
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
地
域
を

盛
り
上
げ
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
場
所
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／

  

神
明
そ
ば
慶 

☎
０
２
２‒

７
９
７‒

０
４
０
８

　
　
　
　
　
　

 

定
休
日
…
水
曜
日

▲イベントでパフォーマンスする小関さん

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

す
こ
っ
ぷ
三
味
線
で

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い

小
関　
隆
夫
さ
ん
（
村
田
町
）

広
め
た
い郷

土
の
偉
大
な
詩
人

佐
藤　
吉
一
さ
ん
（
栗
原
市
）

栽
培
か
ら
製
粉
・
製
麺

ソ
バ
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　

農
家
食
堂
「
神
明
そ
ば
慶
」（
名
取
市
）

1

地　域
の

話 題3

4

5

問い合わせ先／☎0224-53-2030（自宅）

　

栗
原
市
栗
駒
の
佐
藤
吉よ

し
一ひ

と
さ
ん
（
67
）

は
、
郷
土
の
偉
大
な
詩
人
「
白し

ろ

鳥と
り

省せ
い

吾ご

」

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
普
及
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。
「
大
学
の
卒
業
論

文
執
筆
を
き
っ
か
け
に
白
鳥
省
吾
に
興

味
を
持
ち
、
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
佐
藤
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
評
論
集
を
５
冊

自
費
出
版
す
る
ほ
か
、
「
白
鳥
省
吾
研
究

会
」
の
事
務
局
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
白
鳥
省
吾
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
活
躍
し
、
「
民
衆
詩
派
」
の
代
表

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
制
宮
城

県
立
築
館
中
学
校
時
代
か
ら
詩
を
書
き
始

め
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
は
本
格
的
に

文
芸
活
動
を
開
始
。
靖

国
神
社
の
「
遊ゆ

う
就し

ゅ
う
　
　
館
」
を

う
た
っ
た
詩
「
殺さ

つ
戮り

く
の
殿

堂
」
は
日
本
を
代
表
す

る
反
戦
詩
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
音
頭
、
社
歌
、
小
唄
、

民
謡
、
歌
謡
な
ど
も
数

多
く
作
詞
し
た
ほ
か
、

校
歌
の
作
詞
は
日
本
全

国
で
２
３
０
校
を
超
え

ま
す
。
皆
さ
ん
の
母
校
の
作
詞
を
手
掛
け

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
詩
集
、
評
論
集
、
随
筆
等
著
書

も
多
く
、
各
地
に
建
立
さ
れ
た
文
学
碑
も

30
基
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
「
栗
原
市
で
は
『
白
鳥
省
吾
賞
』
を
設

け
て
全
国
か
ら
詩
の
募
集
を
し
、
今
年
で

19
回
目
を
数
え
る
。
全
国
か
ら
２
千
通

を
超
え
る
応
募
が
あ
る
」
と
佐
藤
さ
ん
。

「
全
国
的
に
有
名
な
詩
人
だ
が
、
地
元
で

の
知
名
度
は
低
い
。
多
く
の
人
に
白
鳥
省

吾
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
て
広
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。 ▲白鳥省吾歌碑と佐藤さん
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kitchen garden

四季の畑

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化

と
不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納

入
に
つ
い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
共
済
新
聞
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
情
報
は
も
と

よ
り
、
農
業
政
策
や
営
農
技
術
、
暮
ら
し
や
地
元
の

農
業
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
話
題
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

　
発
行
は
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）
で
、
購
読
料
は

組
合
が
４
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
年
間
３
、

７
８
０
円
（
１
月
あ
た
り
３
１
５
円
、
年
極
購
読
の

場
合
は
３
、５
１
０
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
購
読

を
希
望
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

　

飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金
が
支

払
わ
れ
な
い
こ
と
や
既
に
お
支
払
い
し
た
共
済
金
の

一
部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
に
出
場
・
飼

養
場
所
変
更
・
死
亡

の
場
合
で
す
。

　ぼくの家は農家で、お米と野菜を作っ
ています。
　小さいころから、両親が農作業に取り
組む姿を近くで見て、ぼくも農業を体験
してきました。田植機やコンバイン、ト
ラクターを操作するお父さんを目の前で
見るうちに、ぼくもいつか使いこなして
みたいと思うようになりました。
　農業の大切さと、家族で作るお米や野
菜の大切さ、おいしさを忘れずに、大人
になったら農業をしたいです。

「おいしいお米と
　　　野菜をありがとう」

佐久間　敏
とし

 希
き

石巻市　阿 部  可
か

那
な

子
こ

 さん

　昨年４月から地元のＪＡに勤めていま
す。まだ上司や先輩方に教えてもらうこ
とが多く、早く仕事を覚えて一人前に業
務を行えるようになりたいです。
　趣味は読書で、休日は小説や漫画を読
みながら、のんびり過ごしています。
　今一番やってみたいことは、海外旅行
です。好きな漫画の舞台にもなっている
イタリアに行って、観光や食事を楽しみ
たいです。自分から行動に移し、いろ
いろなことにチャレンジしていきたい
です。

　

 

播
種
と
育
苗
管
理（
抜
き
大
苗
）

①	

苗
床
に
は
排
水
の
良
い
肥
沃
な
普
通

畑
を
用
い
、
播
種
の
一
週
間
前
ま
で

に
土
作
り
を
行
い
ま
す
。

②	

播
種
適
期
を
守
り
、
1
㎡
当
た
り
種
子
量
10
〜
11	

ml
を

目
安
に
播
種
し
ま
す
。
覆
土
後
は
き
ち
ん
と
鎮
圧
し
、

十
分
に
灌
水
し
て
、
発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
乾
か
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

◎�

有
孔
マ
ル
チ
の
べ
た
掛
け
が
お
す
す
め
で
す
。
発
芽
し

た
ら
有
孔
マ
ル
チ
を
除
去
し
ま
す
。

③	

本
葉
１・
５
枚
時
に
株
間
８
ミリ
を
目
安
に
間
引
き
し
ま

す
。
間
引
き
後
、
条
間
を
中
耕
し
、
土
寄
せ
し
ま
す
。

④	

播
種
後
30
日
こ
ろ
に
追
肥
し
ま
す
。

　
 

定
植
と
そ
の
後
の
管
理

①	

排
水
の
良
い
畑
を
選
び
、
定
植
1
週
間
前
ま
で
に
畑
作

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②	

畦
幅
は
90
〜
１
０
０
㌢
で
、
植
え
溝
は
溝
幅
が
15
㌢
く

ら
い
、
溝
の
深
さ
は
12
〜
15
㌢
と
し
ま
す
が
、
畑
の
排

水
の
良
否
で
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

③	

育
苗
日
数
60
〜
75
日
程
度
で
、
草
丈
30
㌢
く
ら
い
、
太

さ
７
〜
８
ミリ
の
苗
が
良
い

で
す
。
苗
を
大
小
に
選
別

し
、
溝
の
壁
側
に
沿
っ
て

真
っ
直
ぐ
に
立
て
、
倒
れ

な
い
程
度
に
（
葉
鞘
部
に

土
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
す
）
根
元
に
覆

土
し
ま
す
。
株
間
３
㌢
く

ら
い
が
適
当
で
す
。

④	

定
植
後
、
害
虫
を
防
ぐ
た
め
殺
虫
剤
を
株
元
に
散
布
し

ま
す
。
ま
た
、
雑
草
対
策
と
し
て
除
草
剤
を
全
面
散
布

す
る
と
良
い
で
す
。

◎�

病
害
虫
防
除
は
、
病
害
虫
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
が

基
本
で
、発
生
し
た
場
合
は
初
期
防
除
を
心
掛
け
ま
す
。

⑤	

土
寄
せ
は
、
太
さ
を
確
保
し
て
か
ら
行
う
の
が
基
本
で

す
。
し
か
し
、
風
で
倒
れ
て
か
ら
で
は
曲
が
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
倒
さ
な
い
程
度
に
少
し
ず
つ
行
い

ま
す
。
土
寄
せ
の
回
数
は
５
回
く
ら
い
（
け
ず
り
込
み

２
回
、
土
寄
せ
３
回
）
で
す
。

⑥	

追
肥
は
⑤
土
寄
せ
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
肥
料
は
緩

効
性
肥
料
が
適
し
て
い
ま
す
。
１
アール
当
た
り
１
回
に
３

〜
４
kg
ず
つ
、
３
回
く
ら
い
施
し
ま
す
。

⑦	

最
後
の
土
寄
せ
は
、
収
穫
予
定
日
か
ら
逆
算
し
て
行
い

ま
す
。
軟
白
に
要
す
る
日
数
は
40
〜
50
日
で
す
。

⑧	

収
穫
時
期
を
逃
す
と
、硬
く
な
る
、首
部
が
ば
ら
け
る
、

軟
白
部
が
ぼ
け
る
な
ど
の
品
質
低
下
が
起
こ
る
の
で
、

適
期
収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
抜
き
と
り
は
晴
天

日
に
行
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
雨
の
当
た
ら
な
い
場
所

に
移
し
ま
す
。
直
射
日
光
が
当
た
ら
ず
、
風
通
し
の
良

い
場
所
に
立
て
て
貯
蔵
し
ま
す
。

属　　名：ヒガンバナ科
連作障害：少々（1年くらいあける）

発芽適温：18～22℃
生育適温：15～20℃

栽培カレンダー
（宮城県平坦地の場合）
 3月 4 5 6 7 8 9 10 11

●播種  ▲定植  ◆土寄せ  ■白妙収穫  ■白矢収穫

病害虫防除

播種
4月1日
 ～ 15日

本葉
1～ 1.5枚時

定植
6月中旬

けずり
込み
2回

土寄せ
3回位

間引き

定植後

除草剤・
殺虫剤散布

秋冬どりおすすめ野菜

 ネ ギ
おすすめ品種

耐暑性が強く、伸長
性に優れる軟らかい
ネギです。

根の張りと肥大性が
良く、病気にも比較
的強いので栽培しや
すいです。

白
しろ

妙
たえ

極早生種
白
はく

矢
や

中生種

苗床15㎡の畑作り例
（本畑１アール分の苗床面積は約15㎡）
土壌改良資材
完熟堆肥 30 ㎏
苦土石灰 2 ㎏
元肥
MMB
燐加安14号

1.3
～ 1.5 ㎏

過燐酸石灰 600
～ 800㌘

追肥（1㎡当たり）
燐硝安加里S604 25㌘

畑作り例（普通畑1アール分）
土壌改良資材

完熟堆肥 300 ～ 500 ㎏
苦土石灰 12 ～ 15 ㎏

苦土重焼燐 4 ㎏
施肥
元肥 CDU複合燐加安

S555
2 ～ 4 ㎏

追肥 3 ～ 4 ㎏
※追肥は１回当たりの量の目安です。

（株式会社 渡辺採種場）

多方面に
チャレンジしたい

登
米
市
登
米

佐
久
間 

敏と
し 

希き 

く
ん (

12
）

 

悠ゆ
う 

希き 

く
ん (

10
）

お
父
さ
ん	

敏と
し 

秀ひ
で 

さ
ん

お
母
さ
ん	

明あ
き 

子こ 

さ
ん

定植適期苗

・草丈30㎝位

・太さ7～ 8mm

・本葉4～ 5枚

・真っ直ぐな苗

株間3cmくらい
葉鞘部より
下に土を
寄せる

13 和み 2018. 1 和み 2018. 1 12
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二重枠のところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。

ヒント▶ちょこっとぶらり

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
30
年
2
月
10
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

平
成
29
年
6
月
1
日
か
ら
郵
便
は
が
き
料
金
は
62
円

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 ※	ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外

の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162
（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

　
石
巻
市
の
釣つ

り
石い

し
神
社
は
、北
上
川
の
河
口
付
近
、

十
三
浜
追お
っ
波ぱ

に
あ
り
ま
す
。
ご
神
体
の
巨
石
が
し

め
縄
で
釣
り
上
げ
ら
れ
、
今
に
も
落
ち
そ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
祭
神
の
「
天あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
根
命
」
は
、知
恵
の
神
様
、

学
業
の
神
様
で
す
。
ご
神
体
の
巨
石
が
昭
和
53
年

の
宮
城
県
沖
地
震
で
も
び
く
と
も
せ
ず
、
さ
ら
に

は
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
た
こ
と

か
ら
、「
落
ち
そ
う
で
落
ち
な
い
受
験
の
神
様
」

と
し
て
有
名
に
な
り
、
全
国
か
ら
合
格
祈
願
に
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ご
利
益
は
学
業

成
就
に
と
ど
ま
ら
ず
、
縁
結
び
、
夫
婦
円
満
、
子

孫
繁
栄
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
大
漁
祈
願
や
萬
年

長
寿
の
ご
利
益
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
毎
年
12
月
に
は
、
北
上
川
に
自
生
す
る
ヨ
シ
を

使
っ
た
直
径
４・
５
㍍
ほ
ど
の
「
茅ち

の
輪
」
が
制

作
さ
れ
ま
す
。「
ヨ
シ
合
格
」
の
験
担
ぎ
に
な
る

ほ
か
、
参
拝
者
が
く
ぐ
り
抜
け
て
身
を
清
め
、
祈

願
が
成
就
し
て
「
良
い
年
」
に
な
る
よ
う
に
と
、

平
成
13
年
か
ら
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆	

家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
果
樹
も
植
え
た
く
な
り
ま
し

た
。
赤
い
実
の
り
ん
ご
、
夢
で
す
ね
。	

（
大
崎
市
Ａ
・
Ｋ
さ
ん
）

◆	

表
紙
の
、
り
ん
ご
が
た
わ
わ
に
実
る
木
の
と
こ
ろ
で
、
幸
せ
そ
う

な
家
族
の
様
子
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
さ
わ
や
か
に
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
元
気
で
良
い
果
物
が
育
ち
ま
す
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。	

（
登
米
市
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆	

宮
城
県
内
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ち
ょ
っ
と
得
し
た
感
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
仕
事
へ
の
熱
意
を
感
じ
、
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	（
加
美
町
Ｙ・Ｙ
さ
ん
）

◆	

四
季
の
畑
の
「
春
お
す
す
め
品
種
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
ど
れ
も
良

く
考
え
ら
れ
て
ま
す
ね
。“
に
ぎ
わ
い
48
”
に
な
る
ほ
ど
ー
。
イ

ケ
メ
ン
好
き
と
し
て
は
ナ
ス
の
“
美
男
”
に
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。

	

（
気
仙
沼
市
Ｓ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆	

わ
が
家
の
味
＊
レ
シ
ピ
の
「
イ
カ
大
根
」。
夫
は
い
か
が
大
好
き

な
の
で
、
早
速
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

（
川
崎
町
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

釣石神社
（石巻市）

◆問い合わせ先
　釣石神社　〒986-0201 宮城県石巻市北上町十三浜字菖蒲田305番地
　☎０２２５−２５−６３４５　HP：http://1380.jp/

 タテのカギ
❶○夢、○詣、○売り。
❷米を貯蔵するための倉庫。
❸外食産業では飯を○○○という。
❹役に立たない人。○○のぼう。
❺子孫繁栄を願っておせち料理に用いる食材。
❽資金を継続的に運用して利益を得ようとする者。
❿表面⇔○○○○。
⓫魚を釣る人。
⓭紫色を帯びた濃い青色。
⓯炭を使用する日本の伝統的な暖房器具。
⓱順位が一番下であること。
⓳物事の需要な要素。○○をにぎる。

 ヨコのカギ
❶春の七草で繁縷（○○○○）。
❹刑事、警官のこと。
❻体の健康のバロメーターともいわれている。
❼糸の切れ端。
❾２で割り切れる整数。
⓫建物の軒下などから棒状に伸びた氷。
⓬あんこをビスケット生地で挟んで焼き上げたお菓子。○○○サンド。
⓮福島県いわき市の市魚。
⓰韓国料理の混ぜ飯。
⓲漢字で書くと烏賊。
⓴寄席で最後に出演する人。
�巻貝のような形をした食材で正月の縁起物。

　
平
成
15
年
か
ら
共
済
部
長
を
務
め

る
ほ
か
、
平
成
30
年
３
月
で
地
区
会

長
６
年
目
を
迎
え
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制

度
の
普
及
啓
蒙
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

息
子
に
経
営
移
譲
し
た
現
在
で

は
、
自
家
消
費
用
に
と
畑
10
アール
で
ハ

ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
な

ど
10
品
目
程
度
の
野
菜
を
作
っ
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
が
趣
味
で
、
友
人
を
撮
影
し

て
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り
農

業
に
関
わ
り
、
大
切
な
農
地
を
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

▼	

共
済
部
長
歴
14
年

　
利
府
地
区
部
長
会
会
長
５
年

▼	

共
済
部
長
歴
10
年

　
損
害
評
価
員
歴
10
年

　
小
野
田
地
区
共
済
部
長
会
長

　
60
歳
で
定
年
退
職
し
、
共
済
部
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
行
政

区
長
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
の
会
長
な
ど
を
兼
任
す
る
ほ

か
、
上
区
城
内
営
農
組
合
員
と
し
て

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
営
農
組
合
で
は
、グ
リ
ー
ン・ツ
ー

リ
ズ
ム
の
一
環
で
中
学
生
な
ど
の
民

泊
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
田
植
え
や
稲
刈
り
、
農
作
業

に
一
生
懸
命
な
姿
を
見
る
と
元
気
が

出
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
し
て
、
地
域
農
業
や
環
境
保
全
活

動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
城
中
央
支
所

利
府
町
神
谷
沢

佐
々
木 

哲
夫
さ
ん
（
79
）

六
の
国
支
所

加
美
町
小
野
田

佐
藤 

英
夫
さ
ん
（
70
）

大崎市鹿島台
有限会社ダイアファーム
（小堤孝志代表取締役）
 木村  美代子 さん（右）
 結城  あおい さん（左）

　
大
崎
市
鹿
島
台
で
米・野
菜
の
生
産
販
売
、
土
木
造
園・

設
計・施
工・管
理
を
手
掛
け
る
有
限
会
社
ダ
イ
ア
フ
ァ
ー

ム
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
総
務
を
担
当
す
る
木
村
さ
ん
か
ら
、
結
城
さ
ん
が
青
色

申
告
に
関
す
る
会
計
処
理
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
な
が
ら
も
楽
し
げ
に
会
話
が
弾
み
、
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
イ
イ
フ
ウ
フ（
い
い
夫
婦
）』

        

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

藤
　
川
　
弘
　
子
さ
ん
（
柴
田
町
）

髙
　
原
　
浩
　
子
さ
ん
（
角
田
市
）

小
　
野
　
一
　
郎
さ
ん
（
大
和
町
）

菅
　
野
　
ま
さ
い
さ
ん
（
亘
理
町
）

菅
　
原
　
ち
よ
子
さ
ん
（
栗
原
市
）

髙
　
橋
　
た
け
子
さ
ん
（
栗
原
市
）

遠
　
藤
　
徳
　
子
さ
ん
（
登
米
市
）

瀬
ケ
沼
　
節
　
子
さ
ん
（
登
米
市
）

奥
　
田
　
あ
け
み
さ
ん
（
東
松
島
市
）

橋
　
本
　
吉
　
男
さ
ん
（
石
巻
市
）

前号の答えと当選者

撮影を
終えて

三
陸
自
動
車

道（
無
料
区
間
）

釣石神社

197

30

30

33

●

●

●

大川小学校跡地

富士沼

石巻市立北上中

石巻市役所
北上総合支所

長面浦

追波湾

398

398

45

鹿又駅
旧北上川

北上川

河北IC

桃生豊里IC

和み 2018. 1 1415 和み 2018. 1



投票あ
りがとう

│
平

成
30年

（
2018）│

1月
号

│
N

O
.16│

み な
 ご

編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合

（
Ｎ

Ｏ
Ｓ

ＡＩ
宮

城
）

〒
980 -0011 宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　

FA
X 022 -262 -6406　

U
R

L http://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 印

刷
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社

本　　所　〒 980-0011	
	仙台市青葉区上杉 1-8-10	 TEL	022-225-6701
県南支所　〒 981-1505	
	角田市角田字町田 113	 TEL	0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821	
	仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3	 TEL	022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301	
	亘理町逢隈中泉字一里原 28-8	 TEL	0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265	
	加美町字矢越 226	 TEL	0229-64-1380
大崎支所　〒 989-6166	
	大崎市古川東町 5-37	 TEL	0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203	
	栗原市築館字下宮野中田 100	 TEL	0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512	
	登米市迫町森字平柳 34-88	 TEL	0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111	
	石巻市鹿又字曽波の神前 172	 TEL	0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731	
	白石市福岡深谷字桜丘前 10	 TEL	0224-25-4565
中央家畜診療センター　〒 989-6251	
	大崎市古川小野字嵐山 26-1	 TEL	0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511	
	登米市迫町佐沼字中江 1-3-1	 TEL	0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602	
	大衡村大衡字平林 39-4	 TEL	022-345-2241

＊料理紹介者　
　大崎市古川	

　茂 泉  恵 美 さん

作 り 方

❶		豚ロース肉を塩麹に１時間ほど漬けて下味を付ける。
❷		しそ巻きを❶で二重に包み、小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣を付

け、170度の油でキツネ色になるまで揚げる。
❸		器に千切りにしたレタス、ニンジン、紅ダイコン、ミニトマトを盛

り、お好みの大きさに切ったしそ巻きカツを載せ、ミニトマトを飾れ
ば出来上がり。

宮城

材 料 （ 2 人 分 ）

・しそ巻き	………………………… 3本
・豚ロース肉（薄切り）	……6枚（100g）
・塩麹	 ………………………………5g
・小麦粉	 ………………………… 適量
・溶き卵	………………………… 1個分
・パン粉（細目）	 ………………… 適量
・サラダ油	………………………… 適量
・レタス	…………………………… 2枚
・ニンジン	……………………… 1/3本
・紅ダイコン	…………………… 1/3本
・ミニトマト	……………………… 5個

しそ巻きカツ

投票ありがとうございました 
～ゆるキャラ®グランプリ２０１７～

　地域や企業のキャラクター日本一を決める「ゆるキャ
ラ®グランプリ2017」が先ごろ、三重県桑名市で開か
れ、ＮＯＳＡＩのマスコット「ノーサイくん」が出場し
ました。８月１日から11月10日までのインターネット
投票と会場の決選投票を合わせた結果、ノーサイくん
は14万9252ポイントを獲得。「企業・その他部門」で
第９位に入賞しました。これも皆さんの投票のおかげで
す。ご協力ありがとうございました。
　ゆるキャラ®グランプリへのエントリーは「農業災害

補償制度70周年記
念事業」の一環とし
て行いました。これ
からも「備えの種を
まこう。」を合言葉
にＮＯＳＡＩをＰＲ
していきます。

★	市販のしそ巻きでできます。下味の塩麹としそ巻きの塩味で、
ソースなどを付けなくても味がしっかりしています。冷めて
もおいしく、お弁当のおかずにも最適です。


